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研究成果速報 

ウルシ種子選別に対するショ糖水溶液利用の有効性 

①各比重のショ糖水溶液で選別される種子の割合 

(担当 研究部 専門研究員 皆川 拓) 

1 はじめに 

 ウルシ種子は発芽率が低いため、苗木生産の

現場では種子選別を行い、不発芽種子を除去

し、種子全体に占める発芽種子の割合(発芽率)

を向上させている。ウルシ種子の選別には、こ

れまでに食塩水への浸漬(塩水選)による報告が

ある(1951千葉,村山)が、この報告では、塩水

選では全体のうち3割の種子が溶液に沈降したま

ま選別できていない。食塩水より比重の高い溶

液を用いることで、さらに発芽率が向上する可

能性がある。そこで、比重が高い溶液として

ショ糖水溶液(ショ糖水)を用い、各比重で選別

される種子の割合を調査した。  

2 材料と方法 

2017～2019年に二戸市浄法寺町で採取したウ

ルシ種子を用いた。蒸留水100mLに6種類の重量

比でショ糖を溶かし、比重の異なるショ糖水を

調製した(表)。 

未選別種子20ｇ(約480個)を20℃の120％ショ

糖水(重量比)に浸漬し(写真)、沈降種子数を数え

た。残った浮上種子は流水にて洗浄、風乾し

た。浮上種子は、以後、同様に100％～蒸留水に

順次浸漬し、各比重のショ糖水および蒸留水の

沈降種子数を数えた(図1)。選別は各採取年種子

で3反復実施した。種子計数の結果から、各比重

のショ糖水および蒸留水に沈降した種子の全体

種子に占める割合を算定した。 

3 結果 

ショ糖水に沈降する種子の割合は、採取年に

関わらず、ショ糖水の比重の上昇に応じて低下

した(図2)。飽和食塩水と同程度の比重(80％ショ

糖水)では、4割～5割の種子が沈降し(図2赤矢

印)、さらに比重の高い100％ショ糖水や120％
ショ糖水では10～20％の種子が沈降した(図2青
矢印)。これらのことから、糖水選では塩水選で

選別できない種子を選別できることが明らかに

なった。 

4 おわりに 
今後は各比重で沈降した種子の発芽率を調査

し、糖水選がウルシ種子の選別に有効な方法で

あるか検証を行う予定である。 

引用文献：千葉春美,村山英雄(1953)ウルシ樹造

成に関する研究(第1報)種子の選種について.62
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図1 試験の流れ 
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図2 各比重のショ糖水に沈降した種子の 
   全種子数に対する割合 
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写真 120％ショ糖水で選別中の種子
(左2017産種子、右2018産種子） 

表 選別に用いたショ糖水 

重量比(%) 120 100 80 60 40 20 0

比重(20℃/4℃) 1.255 1.230 1.200 1.164 1.120 1.066 0.998
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